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【 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 】  

本 プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 は ， 複 数 人 の 相 互 作 用 事 態 で 得 ら れ る 生 理 反 応 や 言 語

・ 非 言 語 デ ー タ を 同 期 的 に 測 定 し 、 意 識 的 な コ ン ト ロ ー ル が 及 ば な い 心 的 過 程

を 含 め た 多 面 的 な イ ン タ ラ ク シ ョ ン 評 価 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と で あ っ た 。 こ

の 目 的 に 従 い ， 今 年 度 は 特 に 異 世 代 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 着 目 し ， 言 語 ・

非 言 語 側 面 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン デ ー タ を 用 い て ， 円 滑 な 世 代 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン と 心 理 発 達 の た め の 理 論 モ デ ル を 構 築 す る こ と を 目 的 と し た 。 本 研 究 は ，

こ れ ま で 本 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 蓄 積 さ れ た 基 礎 的 知 見 を 社 会 に 還 元 す る た め

の ， 応 用 研 究 と し て 行 わ れ た 。  

【 本 研 究 の 目 的 】  

本 研 究 の 目 的 は ， 円 滑 な 世 代 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め の 理 論 モ デ ル を 提

唱 す る た め ， 世 代 間 の イ ン ラ タ ク シ ョ ン が ， 高 齢 者 の 心 理 的 変 化 に 及 ぼ す 影 響

に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

世 代 間 イ ン タ ラ ク シ ョ ン に よ っ て 伝 え ら れ る 先 行 世 代 の 知 恵 や 経 験 を 次 世 代

が 活 か す こ と は ， 社 会 が 発 展 す る た め に 重 要 で あ る 。 特 に ， 先 行 世 代 が 自 分 の

失 敗 経 験 と い っ た 過 去 の ネ ガ テ ィ ブ な 経 験 か ら 得 ら れ た 知 恵 を 次 世 代 に 継 承 す

る こ と で ， 次 世 代 は 同 じ 過 ち を 犯 す リ ス ク を 回 避 し て 生 き 抜 く こ と が で き る 。

高 齢 者 の 次 世 代 に 対 す る 知 恵 の 継 承 行 動 は ， 行 動 の 送 り 手 で あ る 高 齢 者 と ， 受

け 手 で あ る 次 世 代 の 若 者 双 方 に と っ て ，ポ ジ テ ィ ブ な 影 響 が あ る と さ れ て き た 。

高 齢 者 に と っ て は ， 自 分 の 生 き た 証 を 次 世 代 に 残 し ， 社 会 的 役 割 を 譲 り 渡 す こ



 

 

と が で き る た め ， 心 理 的 W e ll - be i ngの 向 上 や 死 の 受 容 ， そ し て 「 世 代 性

( G e ne r at i vi t y)」 の 向 上 に つ な が る と さ れ て き た ( e. g . A ub i n &  Mc A d am s , 19 9 5: 

K r u se  & S ch m it t , 2 01 2 )。 し か し ， 失 敗 経 験 か ら 得 ら れ た 知 恵 を 次 世 代 へ 継 承

す る と い う 行 動 は ， 高 齢 者 が 自 ら の ネ ガ テ ィ ブ な 過 去 を 想 起 し て 次 世 代 に 開 示

し な け れ ば な ら ず ， 高 齢 者 自 身 が 心 理 的 リ ス ク を 負 う 可 能 性 も 高 い 。 高 齢 者 と

若 者 双 方 に と っ て ポ ジ テ ィ ブ な 影 響 の あ る「 知 恵 の 継 承 」を 実 現 す る た め に は ，

若 者 が 求 め る 失 敗 経 験 か ら の 知 恵 を 継 承 す る と い う 行 為 が ， 高 齢 者 に と っ て ど

の よ う な 影 響 を も た ら す の か を 明 確 に す る 必 要 が あ る 。  

そ こ で 本 研 究 で は 知 恵 の 継 承 場 面 で の 世 代 間 イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 着 目 し ， 過

去 の 失 敗 経 験 と そ こ か ら 得 た 知 恵 を 継 承 す る と い う 場 面 に お い て ， 若 者 と の イ

ン タ ラ ク シ ョ ン が 高 齢 者 の 心 理 的 変 化 に ど の よ う な 影 響 を 与 え る か に つ い て 検

討 し た 。  

【 本 研 究 の 方 法 】  

実 験 対 象 者 ： 実 験 参 加 者 は 64歳 か ら 7 7歳 の 中 高 年 男 性 37名 （ 平 均 年 齢 6 8. 5 0±

3.8 9歳 ） で あ っ た 。  

実 験 デ ザ イ ン ： 実 験 デ ザ イ ン は ， 高 齢 者 の 知 恵 の 内 容 （ 2水 準 ； ( a)成 功 経 験 か

ら の 知 恵  ( b )失 敗 経 験 か ら の 知 恵 ）と ，受 け 手 の 若 者 の 反 応（ 2水 準 ； ( a )ポ ジ

テ ィ ブ  ( b )ニ ュ ー ト ラ ル ） を 操 作 し （ 被 験 者 間 ） ， 世 代 性 得 点 （ 2水 準 ； ( a)継

承 前  ( b)継 承 後 ） （ 被 験 者 内 ） を 測 定 し た 。  

実 験 課 題 ： 高 齢 者 が 過 去 の 経 験 と そ こ か ら 得 た 知 恵 に つ い て 教 え る と い う 語 り

場 面 を 設 定 し た 。 実 験 参 加 者 に は “ 若 い 頃 か ら 今 ま で の 成 功 経 験 （ あ る い は 失

敗 経 験 ） か ら 得 た 知 恵 で ， の ち の 人 生 に 役 に 立 っ た と 感 じ る こ と を ， 教 え て く

だ さ い ” と 教 示 し ， 実 験 参 加 前 に あ ら か じ め 語 り の 内 容 に つ い て 各 自 で 整 理 し

て く る よ う 伝 え た 。 語 り は お よ そ 20分 間 と し ， 必 要 な 場 合 は 各 自 が 持 参 し た メ

モ や ア ル バ ム 等 を 参 考 に し な が ら 語 り を 行 う よ う 教 示 し た 。 実 験 参 加 者 は ， 約

1 . 5 m×0.8 mの 机 を 挟 ん で 長 辺 に 座 し ， 相 手 (実 験 協 力 者 )に 対 し て 約 1 mの 間 隔 で

対 面 に 着 座 し ， 1対 1で 語 り を 行 っ た 。  

実 験 操 作 ： 語 り の 受 け 手 は ，あ ら か じ め 訓 練 さ れ た 実 験 協 力 者（ 3名 ： 1 8- 2 2歳 ）

が 行 っ た 。 性 別 の 影 響 を 統 制 す る た め ， 実 験 協 力 者 は 実 験 参 加 者 と 同 じ 男 性 と

し た 。 実 験 協 力 者 は ， 実 験 者 が 作 成 し た 反 応 マ ニ ュ ア ル に よ り ， ポ ジ テ ィ ブ 反



 

 

応 お よ び ニ ュ ー ト ラ ル 反 応 の 訓 練 を 行 っ た 。 ま ず ， 実 験 者 が 反 応 マ ニ ュ ア ル に

沿 っ て 語 り 中 の 反 応 を 実 演 し ， 次 に 実 験 協 力 者 同 士 で 実 験 協 力 者 ・ 参 加 者 の 役

割 を 交 代 し な が ら 反 応 の 練 習 を 行 っ た 。  

世 代 性 ： 短 縮 版 G e ne ra t i vi t y尺 度 （ 田 渕 ・ 中 川 ・ 権 藤 ・ 小 森 ,  20 1 2） に 回 答 を

求 め た 。こ の 尺 度 は 5項 目 か ら 成 る 1因 子 構 造 で あ り ， LG S (L o yo la  G e ne r at i vi ty 

S c a le :  M c Ad a ms  &  Au b in ,  1 9 9 2)日 本 語 版 ， 次 世 代 へ の 利 他 的 行 動 ， 社 会 的 活 動 ，

主 観 的 幸 福 感 と の 関 連 に よ り 妥 当 性 が 示 さ れ て い る 尺 度 で あ る 。 回 答 は そ れ ぞ

れ“ 1 .全 く 当 て は ま ら な い ”か ら“ 5 .非 常 に 当 て は ま る ”ま で の 5件 法 で 求 め た 。 

実 験 手 続 き ： 実 験 は ， 2 0 1 4年 8月 か ら 1 0月 に か け て 行 っ た 。実 験 参 加 者 は ，知 恵

の 内 容 ×相 手 の 反 応 の 4水 準 の う ち い ず れ か 1つ に ラ ン ダ ム に 割 り 当 て ら れ た 。

実 験 参 加 者 は ，あ ら か じ め 郵 送 配 布 さ れ た 質 問 紙 調 査 で 基 本 属 性 (年 齢 ，教 育 年

数 ，主 観 的 健 康 感 )，世 代 性 ，日 常 生 活 場 面 に お け る 次 世 代 へ の 行 動 に つ い て 回

答 し ， 実 験 当 日 に 持 参 し た 。 実 験 室 来 室 時 は ， ま ず 実 験 参 加 者 が 実 験 協 力 者 に

対 し て ， 約 2 0分 間 の 語 り を 行 っ た 。 語 り 終 了 後 ， 世 代 性 に 関 す る 質 問 紙 調 査 へ

の 回 答 を 行 っ た 。 実 験 協 力 者 は 語 り 終 了 直 後 に ， 一 時 退 席 し た 。 質 問 紙 へ の 回

答 後 ，実 験 者 が 実 験 参 加 者 と 対 面 に 着 座 し ，約 5分 間 ，語 り の 感 想 等 に 関 す る 面

接 を 行 っ た 。 そ の 後 ， 実 験 協 力 者 が 再 度 入 室 し ， 実 験 者 に よ る デ ブ リ ー フ ィ ン

グ を 行 っ た 。  

倫 理 的 配 慮 ： 本 研 究 は ， 事 前 に 関 西 学 院 大 学 の 定 め る 倫 理 委 員 会 に よ る 倫 理 審

査 を 受 け ， そ の 実 施 を 許 可 さ れ た も の で あ り ， ま た 実 施 の 際 に は そ の 規 定 を 遵

守 し た (承 認 番 号 ； 2 01 4 - 10 )。  

【 本 研 究 の 結 果 と 考 察 】  

知 恵 の 内 容 お よ び 相 手 の 反 応 が ， 知 恵 の 「 語 り 」 に よ る 世 代 性 変 化 に 及 ぼ す

影 響 を 検 討 す る た め ， 知 恵 の 内 容 ×相 手 の 反 応 ×知 恵 の 「 語 り 」 前 後 の 世 代 性

得 点 （ 被 験 者 内 ） の 3要 因 分 散 分 析 （ 混 合 計 画 ） を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 2次 の 交

互 作 用 が 有 意 と な り (F ( 1 , 3 3) = 6. 4 3,  p< . 05 )， 失 敗 経 験 か ら の 知 恵 の 「 語 り 」

の 場 合 に の み ， 若 者 の ポ ジ テ ィ ブ な 反 応 に よ っ て 有 意 に 世 代 性 が 向 上 し て い る

こ と が 明 ら か と な っ た ( F( 1 , 3 3) = 6. 6 4,  p< . 0 5)。  

結 果 よ り ，失 敗 経 験 か ら の 知 恵 に 若 者 が ポ ジ テ ィ ブ に 反 応 す る 場 合 に ，高 齢 者

の 世 代 性 が 向 上 す る と い う 仮 説 は 支 持 さ れ た 。 先 行 研 究 で は ， 若 者 は 高 齢 者 の



 

 

成 功 経 験 を 基 に し た 知 恵 よ り も ， 自 ら が 将 来 的 に リ ス ク を 回 避 す る こ と の で き

る ， 高 齢 者 の 失 敗 経 験 を 基 に し た 知 恵 を よ り 求 め て い る こ と が 報 告 さ れ て い る

(田 渕 ・ 三 浦 ,  2 0 14 )が ， 本 研 究 の 結 果 は ， そ う し た 失 敗 経 験 か ら 得 ら れ た 知 恵

を 継 承 す る 場 合 の 方 が ， 成 功 経 験 か ら 得 ら れ た 知 恵 を 継 承 す る 場 合 よ り も ， 高

齢 者 の 心 理 的 変 化 に 対 す る 若 者 の 反 応 の 影 響 が 強 い こ と を 示 し て い る 。  

次 世 代 へ の 知 恵 の 継 承 行 動 や 世 代 性 が 高 齢 期 に 高 ま る こ と の 生 涯 発 達 的 な 意

味 は ， 知 識 や 知 恵 を 次 世 代 に 伝 え る こ と で 人 生 を 肯 定 し ， 自 分 の 存 在 が 次 世 代

の 他 者 の 中 で 生 き 続 け る こ と を 実 感 で き ， 死 へ の 絶 望 感 を 乗 り 越 え ら れ る こ と

に あ る (E r ik s on ,  19 5 0)。 一 方 ， 失 敗 経 験 か ら の 知 恵 の 継 承 と い っ た 「 世 代 間 緩

衝 」 の 行 動 は ， 次 世 代 の た め に あ え て 「 経 験 の 継 承 を 断 ち 切 る 」 行 動 で あ る た

め ， 自 分 の 人 生 の 一 部 を 否 定 し な け れ ば な ら ず ， か つ 当 時 に 経 験 し た 負 の 感 情

を 再 体 験 す る リ ス ク を 負 う 。 本 研 究 の 結 果 か ら ， 高 齢 者 が 若 者 の 求 め る 知 恵 を

伝 授 で き ， そ れ に 対 し て 若 者 が 敬 意 や 感 謝 を 抱 く と い っ た ポ ジ テ ィ ブ な 反 応 を

返 す こ と が で き れ ば ， 失 敗 経 験 か ら の 知 恵 の 継 承 と い っ た 心 理 的 に リ ス ク を 伴

う 行 動 が 高 齢 者 に と っ て ポ ジ テ ィ ブ な 心 理 的 変 化 を も た ら す 可 能 性 が 示 さ れ

た 。  ( 3 0 4 9字 ) 

 ※  字 数 ： ３ ０ ０ ０ 字 程 度 （ 英 語 の 場 合 ： ３ ０ 行 ×２ 枚 （ Ａ ４ ） 程 度 ）  


